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II . 汽水域の物質生産と｛盾環

1. 「汽水域Jプロジェクトの概要
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課題名：熱帯・亜熱帯汽水域における生物生産機能の解明と持続的利用のための基準化

1 . 研究の背景

熱帯・而熱帯地域で河川か流入する海洋の沿岸湿地

閤（汽水域）にはマングローブを中心とする森林が発

逹し，またその後背地には農地及び集落などが分布し

ているc

汽水域森林は高品質木炭の供給の場として利用され

るほか，後背地の保全や水産資源の函養にも極めて重

要である。しかし，開発途上地域では，都市化，リゾー

ト開発エビの養殖耕地面積の拡大など，人ロ・食

料・経済tの諸間題に対応する必要性から，汽水域森
林や低湿地の開発か急速に進行している。

無秩序な汽水域の利用は，侵食土壌や廃棄物の海域

への流出などを伴い，水産生物稚仔の生息場を消失さ

せるのみならず，赤潮の発生などによるサンゴ礁環境

の崩壊等，汽水・沿岸域生態系の破壊をも引き起こす

原因となっている。また，物質術環や海岸防災機能に

も悲影響を及ぼしていると考えられる。

近年，マングロープ林はさまざまな視点から注目さ

れつつあるか，汽水域の海洋生物・森林・士壌資源を

高度かつ持続的に利用していくためには，汽水域の生

物生産機能を解明し，資源の利用拮準を明かにするこ

とが必要である。

2. 研究の目的

熱帯・亜熱帯汽水域におけるマングロープ林の分布

状況を把握し，そこでの森林・水産生物生産機能の解

明を通して，環境の保全を配慮した開発・管理悲準を

策定することにより，汽水域生態系の持続的利用に役

立てる。

3. 研究の内容

①汽水域の類型化及び類型別プランクトンバイオマ

ス：

汽水域を森林タイプ及びその劣化の程度等に応じて

類型化し，類型別にプランクトンの質と量を把握す

る。

②汽水域土壌・森林バイオマスの分解と生物生産との
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関係解明：

類邸別に士壌及び森林バイオマスの分解能を明らか

にし，プランクトンから稚仔魚にいたる生物生産過

程におけるバイオマスの寄与の程度を解明する。

③流人物資か汽水域の生物生庄機能に及ぼす影轡の解

明：

河川から汽水域に流入する土壌や肥料，農薬などの

農業資材及び生活排水等が汽水域の森林，沿岸及び

サンゴ礁の生物生産機能にいかなる影響を及ぼして

いるかを解明する。

④汽水域における食物連鎖機構，エネルギー収支，環

境収容力の解明：

類型別に食物連鎖機構を解明し，エネルギー収支を

算定する。さらに，エネルギー収文に鼠づき環境収

容力を推定する。

⑤汽水域の利用開発にかかわる社会・経済的評価：

汽水域の利用の現状を調査・分析し，理想的な利

用・開発形態をモデル化する。

⑥持続的利用のための汽水域開発蜻準の策定：

上記の各種条件を総合化した上で，熱帯・亜熱帯汽

水域の生産性を評価し，汽水域を持続的に利用する

ために必要な開発の腿準を策定する。

研究はマレイシアに拠点をおき，囚際農林水産業研

究センター沖縄支所との連携のもとに，国際水産資源

管理センター (ICLARM)など国際研究機関の協力を

得ながら，オーストラリア海洋科学研究所 (AIMS)な

どと＝．国間共同研究を実施する予定。

4. 主要担当機関

•国際農林水産業研究センター

•森林総合研究所

•西海区水産研究所

・マラヤ大学

・マレイシア農科大学 (UPM)

• オーストラリア海洋科学研究所 (AIMS)

• 国際水産資源管理センター (ICLARM)

5. 研究期間

未定（平成7年度~5年間で申請中）
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図 l 地球環境の保仝と農林水）庄業開発の関係におけるマンクローブ汽水域開発の位置付け

この図は半円を地球に見立てて， 1一．．部を先巡地域，下部を開発途卜地域とした。いわゆる地球燦境の問起は，先

進地域を中心とした化石燃料の使用量増大や化学物質に起因する地球温暖化やオゾン）苗の破壊などから1月発途上地

域に見られる砂戌化や野生生物種の減少にいたるまで柾々のものかある。汽水域開発の問題は図中央やや右寄りに

位罹付けたか，間発途土地域の人口培と係わりの深いものと考えられる。

熱婚・曲熱盟の八水域に広く分布するマングローブ林は，五年急速に失われつつあるか，その根源には開発途ト

地域を中心に爆発的とも戸える人口の急増や経済活動の活発化があって，食料の培産や外貨獲得のために，汽水域

の開発が進行してきた結果である。マングローブ汽水域の開発・利用の目的はエヒや魚の養愉の場，農地や工場用

地等への転川などてあるe マングローブ林ぱ海岸防災や仔稚魚の函養をはじめとする様々な機能を果たしている。

その無秩序な開発は単に汽水域の森林生態系の破壊をもたらすのみならず，さらにぱ海洋巧染の進行，サンゴ礁な

ど沿岸生態系の破壊につながっていく。これらは熱帯林や野生生物種の減少を伴うものであり，今日地球環境問題

として取り卜げられている間題である。

マンクローブ汽水域の開発間題は農林水庄業の分野のいずれにもかかわるものとして，極めて面要である。
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図2 熱畠・亜熱幣汽水域におけるマングローブ林とその開発，利用の模式図

マングローフ林は熱帯や亜熱僻地域の河11部の役割を中心に，広く分布している。 llf界のマングローブ林面積
1.400万ヘクタールのおよそ 5割が束南アシアに分布し，さらにその 6割はイントネシアに分布している。イントネ

シアては， ジャワ島を中心に魚の養殖池の開発か進んでいる。束南アジアの諸国では， フィリピンのようにすでに

マンクロープ林の大半を失ったところから， タイのようにその 5割を失いつつある国マレイシアのように1分な
保護と管理がなされている国かある。マングロープ汽水域の開発• 利用を進める場合には，海岸の防災や生態系保
設の観点からマンクロープ生態系の1分な理解に購づいた十分な配慮かなされる必要かあろう。
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図3 マングローブ林の開発• 利用と収量の関係
未利用あるいは利用度の低いマングローフ林

（タイプA) と比較すると， 過度の開発・利用を

行った場合は一時的な利益をもたらす可能性はあ

るか長続きはしない（タイプ E)。より高い収益を

持続的に得ようとするなら，その開発は，開発か牛

態的に及ほす様々な影孵を考慮した適度なものて

ある必要がある（タイプC)。

ここでは，マングロープ林か汽水域及ひ沿止の

水産資諒の［取i養にいかなる役割を果たしているか
ということを明らかにする必要があると考えてい

る。そのため，マングローブ林のバイオマスと汽水

域の海洋生物との食物連鎖機構を解明し，マング

ロープ汽水域かもつ環境収容りを解明することか

必要てあり，汽水域の開発• 利用の実態を経済的
に評価することが必要となろう。
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図4 マングローブ汽水域の開発の程度と課題との関係

プロジェクト課題解決に必要な中程度の課題とマングローブ汽水域の開発課捏に応じて分類されるいくつかのタ

イプ（例えばタイプA-E) との関係を模式図にすると以下のようになる。

ます，①マングロープ林の樹木の種類と開発に伴う量的芹異などをもとに，利用度の低いところから開発が極度

に進んだところまでをいくつかのタイプに分類する（類型化）。そして，そのプランクトンの秤類や量などバイオマ

スの実態を明らかにする。ついで，②汽水域士壌• 森林バイオマスの分解鼠とそこから生まれる新たな生物生産量

との関係の解明を行う。ここでは，③汽水域への流人物質かマングローブ汽水域の生物生産に対する影脚も考慮す

る必安があろう。これらに某づいて④汽水域における食物連鎖及びエネルギー収支，環境収容力の解明がなされね

はならない。さらに，汽水域の持続的利用のための基準化を図るためには、 (5)汽水域のタイプに応じて経済的評価

か行われる必要もある。
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訊雫.,1Ji: 熱讐汽水域におげる牛物生庄機能Ii)解明と
持続的利用のための桔準化

ゴ"-与・-
日不 解決すへき間遁点(AEl 期待される成呆

B: 汽水域 Lは• 森林ハイ
オマスの分解と生物生

痒との閲係解明

.-. -... --.. -..... -...... -. ．．  
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：・農地開発 ： 
'. 森林伐採 ： ， 
: • 河111,海洋汚染 ｝ 

：・珊瑚礁など冶岸域 ： 
： 生態系の破壊 ， 

， 

＇ ＇ ー・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・!

A: 汽水域の類型化及ひ類
型別プランクトンバイ

オマスの解川

c: 汽水域への流人物質か
生物化府に与える影膨
の解明

D: 汽水域における食物連

鎖及びエネルギー収文
環境収容力の解明

・汽水域における生物
生産機能の解明

・汽水域の持続的利用
のための開発品準の
策定

E: 八水域の経済的評価と
持続的利用・開発拮準
の策定

図5 プロジェクト課題のフローチャート

背景，解決すべき間屈点，期待される成果などをフローとして表ぷした。

表 l トリパルタイトのための課題の分担案

「熱悶・亜熱鸞汽水域における生物生産機能の解明と持続的利用のための拮準化」

課 題 日
... 

l. 汽水域の類型化及び類型別プランクトンバイオマス

l)汽水域の類型化

2)類刑別プランクトンバイオマス

2 汽水域十壌・森林バイオマスの分解と生物生廂との関係

l)土壌及び森林バイオマスの分解能

2)プランクトンの生物生産過程におけるバイオマスヘの寄与の程度の解明

3)稚仔魚の生物生産過程におけるバイオマスヘの寄与の程度の解明：

3. 流人物資か汽水域の生物生産機能に及ほす影響の解明

1)農菓資材や生活排水の汽水域流人の影響

2)サンゴ礁域への影評

4 汽水域における食物連鎖機構，エネルギー収支，環境収容力の解明

1)汽水域の類邸別食物連鎖機構の解町

2) エネルギー収支の解明

3)環境収容力の推定

5. 汽水域の利用開発にかかわる社会・経済的評価：日本

l)汽水域利用の現状調査・分析・誹価

2)狸想的な利用・開発形態のモデル化

6 持続的利用のための汽水域開発某準の策定

1)熱閤・而熱需汽水域の生産性の評価

2)持続的利用のための汽水域開発駄準の策定
.. 

◎：中心国 C): 分担国

本プロシェクトは研究環境か優れているマレイ、ノアで行うのか得策と思われる。また， この課題は，オーストラリアとの共同て推進することを

考えている。 f算か請求中のことたけてはなく，マレイシアやオーストラリアの反応も現時点ては必ずしも明確てはない。二国間の共同研究いわ
ゆるトリハルタイトを行う予定てあるか，そのたたき台として，表 1を提案したい。

本 Iオーストラリア 1 マレイシア（仮）
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熱閤・中熱帯汽水域における生物生芹機能の解明と持続的利用のための址準化

I
 

研究の背景 研究の内容 期待される成是

l3Y T. MURAKAMI 

熱帯・卯熱帯汽水域ぱ木炭供玲

後背地保仝，水産資掠幽義に重要

三二三こ二こ二戸ローニ□」←
. '-ミー 、／をさ，ー -

~~~~ 色-―宅三／二： ―-二差~ここ

闘~い譴こマif/;ア~~
汽水域の類型化と生物・礼会・経済的特袢の評価

近年の無秩序な開発により生態系

破壊，防災機能低下か懸念される

:冒冒= d,, cM瓜、亨
2. 持続的利用のための開発基準策応

． 

環境の保仝に配慮した開発管理

基準の策定により汽水域仕態系

の持続的利用か可能になる

図6 絵でみるプロジェクト概要

この図は，本プロシェクトの概要を一目で理解できるように，研究企画科の村卜海文文氏か作成してくれたもので，

概要を見事に表現して卜さった。厚く御礼申し上ける。


